
（ 育

修 意編 趣 書

教 基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

１０３－７８ 高等学校 国語科 文学国語

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※教科書名

高等１８３第一 文国７０９ 高 学校 文学国語

１．編修の基本方針

１．近現代のすぐれた文学的な文章に触れることにより，言語感覚を磨き，知識と教養を身に付け，豊かな

感性や情緒を育むことができるようにした。

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより，思考力・判断力・表現力を養い，自発的・創造的

な人間形成に進むことができるよう考慮した。

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより，さまざまな社会的要請に応え得る人間性の育成に

役立てられるようにした。

４．人間・生命・戦争などに目を向けさせ，それらが我が国の伝統と文化の中でどのように表現されてきた

かを知ることができるように配慮した。

５．歴史的・文化的背景を踏まえて国語文化を捉え，生徒一人一人がその伝統の担い手であることを自覚さ

せることを期した。

２．対照表

い図書の構成・内容 特に意を用 た点や特色 該当箇所

～

適

，

探 人部第Ⅰ ・真理を 究する 間のさまざまなありようを示す

ことによって，生徒の人間性・社会性の涵養に働き

かけられる題材を採録した（第１号）。

・詩の鑑賞を通して 豊かな情操を養うことができる

よう配慮した（第１号）。

・「文学のしるべ」を 宜設定して読書へ誘い，生徒

の興味・関心に応じて知識と教養を広げられるよう

にした（第１号）。

p. 33

p.46～59

p.36～

10～22 p.24

44 p.156～164

p.23 p.34 p.60 p.74

p.123 p.136 p.155

・「言語活動」を通して，主体性を発揮して課題に取り

組めるようにした（第２号）。

p.91～94

2り方やその尊さ，・生命のあ 戦争などについて述べた

題材を採録し，生命を尊ぶ態度を養うとともに，生

徒が自らの問題として考えを深めることができる

よう配慮した（第４号）。

p 2

p.124～135 p.138

.40～44 p.96～1

～154

p.156～164

.

録

・我が国や他国の文化・芸術，文化の伝承などについ

て述べた題材を採録し，興味・関心を喚起できるよ

うにした（第５号）。

・現代の戦争を扱った題材を採 して,国際社会の平

和と発展に寄与する態度を養うことができるよう

配慮した。（第５号）

p.61～ 81

p.82～p.90 p.91～p.

p.73 p.76～p

94

p.138～154 p.162～164

.

へ

う

あ第Ⅱ部 ・真理を探究する人間のさまざまな りようを示す

ことによって，生徒の人間性・社会性の涵養に働き

かけられる題材を採録した（第１号）。

・詩の鑑賞を通して，豊かな情操を養 ことができる

よう配慮した（第１号）。

・「文学のしるべ」を適宜設定して読書 誘い，生徒

の興味・関心に応じて知識と教養を広げられるよう

にした（第１号）。

p.166～174

p 204～210

p.

.190～196 p

175 p.188 p.251

p.266 p.285 p.306



.

・

・自主・自律，労働といった，現実社会の諸問題を含

む題材を採録し，生徒が自らの問題として考えを深

めることができるよう配慮した（第２号）。

「言語活動」を通して，主体性を発揮して創造的な課

題に取り組めるようにした（第２号）。

p 198～203

p.308～324

1・多様な価値観の重要性について述べた題材を採録

し，自身と異なる立場からの意見を尊重する態度を

身につけられるようにした（第３号）。

p. 76～187 p.194～196

1・生命のあり方やその尊さ，戦争などについて述べた

題材を採録し，生命を尊ぶ態度を養うとともに，生

徒が倫理・道徳の問題を現実に即して考察できるよ

う配慮した（第４号）。

p.2 2～250 p.252～265

p.268～284 p.286～305

2・我が国の伝統的な言語文化に深く関わる題材を採

録し，我が国の伝統と文化に対する理解を深めると

ともに，興味・関心を喚起できるようにした（第５

号）。

p.25 ～265 p.314～324

～ 見返資料編・見返・口絵 ・「近現代文学史年表」「学校系統図」および採録し

た題材の参考写真等を用意し,幅広い知識と教養を

身に付けるとともに,我が国や他国の言語文化に対

する興味・関心を喚起できるよう配慮した（第１号・

第５号）。

p.326 336,見 ,口絵

載

サ

及

３．上記の記 事項以外に特に意を用いた点や特色

・第二条第３号 び，学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」，ま

た，第３号「社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，社会の発展に寄与する態度を養うこと」

を踏まえ，各教材の最後に「学習の手引き」「活動の手引き」「言葉の手引き」といった課題を用意し，

発表や話し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深め，自らの考

えを的確に表現する資質・能力を養うとともに，生徒相互の意見交流を通じて，多角的で客観性のある批

判的思考能力を養えるよう配慮した。

・書体にユニバー ルデザインフォントを取り入れたほか，カラーユニバーサルデザインにも配慮し，すべ

ての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。



（ 習

修 意編 趣 書

学 指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

１０３－７８ 高等学校 国語科 文学国語

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※教科書名

高等１８３第一 文国７０９ 高 学校 文学国語

１．編修上特に意を用いた点や特色

の と
→ 4

を

①単元構成・教材選定

・「現代の 語」および「言語文化」で育成された資質・能力をさらに推し進め,深く共感したり豊かに想

像したりする力や，創造的に考える力を伸ばすために，書いたり読んだりする資質・能力を伸ばすための

学びと，我が国の言語文化に対する理解を深めるための学びとが，それぞれ系統的に行えるように教材を

配置した。

・教育現場の

ら

理

こ 引 」

見・要望を尊重し，学習指導の実態に即応できるよう考慮して，全体を二部で構成し，各部

は文種（ジャンル）を基本にした単元構成とした。

・「Ｂ 読むこと」

」

教材 して，近代以降の小説，詩歌，随想を取り上げた。また，「Ａ 書くこと」の教

材と て，「創作」に特化した単元を設けた。

・教材の選定にあたっ は，生徒の発達段階に配慮して，高校生として知っておくべき評価の定まった作品

から厳選することを旨とした。

・単元の扉に，学習によ

現す

て身につけるべき国語の技能を「学習目標」として示し，学習指導要領が目ざす

[知識及び技能]と[思考力，判断力，表現力等]を，見通しを持って学ぶことができるようにした。

・作品の冒頭に，それぞれ

書 と て

教材で何を学ぶかを「学習のねらい」として示し，教材の意図を学習者全体で

共有しながら学びに取り組むことができるようにした。

→「生徒の主体的・対話的で

」

学びの実現を図る」ための配慮。

②[知識及び技能]への対応

・「言葉の手引き」を設定

，

「Ｂ 読むこと」の内容 関連づけながら， 字・語句等の知識を深めるとと

もに，文脈の中で語感を磨き，語彙を豊かにできるようにした。

・作品ごとに作品解説と作者解説を付し

し， と 漢

出典の情報を示して読書につながる興味づけを図った。また，小

説に関しては「文学のしるべ」を設け，読書の幅を広げることができるように意図した。

・巻末に「資料編」，巻頭と巻末に「口絵

深い

を用意し，豊富な資料や写真・図版を掲載して，知識をより深

めるための一助とした。

③[思考力，判断力，表現力等]への対応

・「Ａ

の

っ

くこと」に関しては，「言語活動」を主体 し 教材を設定し，具体的な活動を通して表現力や

想像力を高め，文学的な文章や独創的な文章を書く能力を育成することを目ざした。

→p.308～313「物語を創造する〈物語を発

て

る力〉」

p.314～319「テーマを決めて短歌・俳句を作る

し

p.320～324「古典を基にして物語を作る」

・「Ｂ 読む と」に関しては，脚注の「問」，および「学習の手 き 「活動の手引き」の三つの課題設定

によって，作品の内容理解を深め，興味を広げることができるようにした。

＊「問」は，本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に，内容

の と

解を確認する目的で示した。

＊「学習の手引き」は，文章全体の構成や展開の把握，「学習のね い」に沿った内容の解釈，文体の特

徴や表現技法の理解という，基本的に三つの事柄を行うことを主旨として設定した。

＊「活動の手引き」は，本文を学習した後に得た，自分の解釈や見解 もとにして，論述したり，調査・

報告を行ったりするなど，「読むこと」と「書くこと」の両方に関わる言語活動を行うことを主旨とし

て設定した。

・「活動の手引き」とは別に，「Ｂ 読むこと」の「言語活動」として，次の教材を用意した。

意

国

p.91～9 「読み比べ」

・「近現代文学史年表」を用意し，明治以降 主な文学作品と作者を紹介する ともに，採録した教
材を色字で示し，近代以降の文学の変遷と作品の歴史的な位置づけを学習できるようにした。



2．対照表

該当箇所

部 単元 教材 ⑴ ⑵
書くこと

⑴
書くこと

⑵
読むこと

⑴
読むこと

⑵

山月記 イ・ウ・エ イ ア・イ イ
ア・イ・ウ・
エ・オ・カ・キ

ア・ウ・カ p.10-22 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.23

檸檬 イ・ウ・エ イ ア
ア・イ・ウ・
エ・オ・カ・キ

ア・カ p.24-33 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.34

小諸なる古城のほとり ウ・エ ア ア・イ・エ・オ ア p.36-37  2 2

風船乗りの夢 ウ・エ ア ア・イ・エ・オ ア p.38-39 2 2

永訣の朝 ウ・エ ア ア・イ・エ・オ ア p.40-44  2 2

旅する本 イ・ウ・エ ア・イ ア・イ・エ ア p.46-59 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.60

富嶽百景 イ・ウ・エ イ ア
ア・イ・ウ・
エ・オ・カ・キ

ア・カ p.61-73 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.74

花のいざない イ・ウ・エ ア・イ
ア・イ・エ・
オ・カ

ア p.76-81 1 2 3

真珠の耳飾りの少女 イ・ウ・エ ア・イ ア・イ・エ ア p.82-90 1 2 3

〔読み比べ〕フェルメールの技を読む ウ・エ ア ア・ウ・キ ア・イ・カ p.91-94    

こころ イ・ウ・エ ア・イ・エ イ ア・イ・エ ア・ウ p.96-122 1 7 8

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.123  

葉桜と魔笛 イ・ウ・エ ア・イ ア・イ・エ ア p.124-135 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ 　 　 オ・カ p.136    

バグダッドの靴磨き イ・ウ・エ ア・イ・エ イ ア・イ・エ・キ ア・ウ p.138-154 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.155  

わたしが一番きれいだったとき ウ・エ ア ア・イ・エ・キ ア p.156-158 2 2

死んだ男の残したものは ウ・エ ア ア・イ・エ・キ ア p.159-161 2 2

春－イラクの少女シャミラに ウ・エ ア ア・イ・エ・キ ア p.162-164  2 2

棒 イ・ウ・エ ア・イ ア・イ・エ ア p.166-174 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.175  

骰子の七の目 イ・ウ・エ ア・イ・エ イ ア・イ・ウ・エ ア・ウ p.176-187 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.188

のちのおもひに ウ・エ ア ア・イ・エ・オ ア p.190-191  2 2

足と心 ウ・エ ア ア・イ・エ・オ ア p.192-193 2 2

ちがう人間ですよ ウ・エ ア ア・イ・エ・オ ア p.194-196  2 2

わからないからおもしろい イ・ウ・エ ア・イ
ア・イ・エ・
オ・カ

ア p.198-203 1 2 3

もしも、詩があったら イ・ウ・エ ア・イ
ア・イ・ウ・
エ・オ・カ

ア p.204-210 1 2 3

舞姫 イ・ウ・エ ア ア・イ
ア・イ・ウ・
エ・オ・カ

ア・カ p.212-250 1 9 10

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.251  

枯野抄 イ・ウ・エ ア ア・イ
ア・イ・ウ・
エ・オ・カ

ア・カ p.252-265 1 6 7

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.266    

血であがなったもの イ・ウ・エ ア・イ ア・イ・エ・キ ア p.268-284 1 7 8

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.285  

夏の花 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・エ・キ ア・ウ p.286-305 1 7 8

〔文学のしるべ〕 イ オ・カ p.306    

物語を創造する〈物語を発現する力〉 ア・エ ア イ・ウ・エ ア p.308-313 3  3

テーマを決めて短歌・俳句を作る ア・エ ア イ・ウ・エ ア・エ オ p.314-319 5 5

古典を基にして物語を作る ア・エ ア イ・ウ・エ ア・ウ p.320-324 5  5

30 110 140

配当時数
　
書
く
こ
と

　
読
む
こ
と

計

思考力・表現力・判断力等
学習指導要領の内容

知識及び技能

現代の詩

図書の構成・内容

第
Ⅱ
部

現代の小説(二)

随想(二)〈創作〉

近代の小説(三)

戦争と文学(二)

創作をする

第
Ⅰ
部

戦争と文学(一)

近代の小説(二)

随想(一)〈芸術〉

現代の小説(一)

近代の詩

近代の小説(一)


